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　 大型ヘリカル 装 置 LHD におい て、トロ イ ダ ル 電流 が プ ラズ マ の MHD 安定性に 与える影響を調 べ る 目的 で 中性 粒 子 ビーム 入 射 （NBD に よ

る非 誘導電流駆動 実験 を行 な っ た n 三次元理想線 形安定 曲解析 コ ード TliRPSJCHORE に よる解析 で は、パ ラボ リッ クな電 流密度分 布を仮定す る と
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『
Cl！2πFl 、O の 有理面が消失し 、川 〆η謝 1 の 電流駆動モ

ー
ドが不安定化 され る事が 示 され て い る［1］。実 験 で は、　ip〜］oo［kAfflの 電 流値 を 持 つ

プ ラ ズ マ が 生成 され ．電流値の 増加 に 従い min1ltl モ ードの 磁 場揺 動 が増大 した 〔ma　］），、こ の 理 由 の ひ とつ と して 、回転 変換 分 布 の 上 昇 に 伴

う磁気 シ ア の 低
．
トが考 え られ る．一

部 の 放 電 で は 磁気島が 突然発 生 し （図 2 ）、同 時 に蓄積エ ネル ギ
ー

や 電 子 温 度な ど に 約 20Hz の 低 周 波 揺 動
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が観 測 され た。こ の 磁 気 島

は、発 生 後 そ の 幅や 位置 が 　　 Lo

時 間 的 に
一

定 で あった・こ

三
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の 実験 で は 明 確 な 電 流 駆 も 0．6

動 型 不 安 定性 嫐 麟 止 曼。、　　　　　　　　　　　　　4

は観 測 され ず、不 安定性の 　 　 o．？

検 証 の た めに は、電 流 値 の 　 　 o

増加 ま た は、低 電流で 不 安

定 と な る 平 衡 配 位 を 用 い た

実験が 必 要で あ る．
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図 1　電流f直と磁場｝岳動（m ／n＝111）
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図 2 電子温度 分布 〔a）磁気 島発 生前 〔b）磁気島〔雇 干 UD 発 生後
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高密度領域の 田 D プラズマ において観測される実効燃料供給効率の 増加 につ い て

　　　　lncrease　of 　the　effective 　fueIing　efficiency 　observed 　ln　high−density　LHD　p　Iasma
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　LHD における水素 ガス パ フ の 実効燃料供 給効率 （全電子 数の 時間微分 のガス パ フ フ

ラ ッ クス に対す る比 ）は、10 − 50 ％ と分 散が大 きい。これまで に、リサイ ク リン グ

フ ラッ クス が大 きい と実効燃料供給効 率が増大 し、分 散も大 き くなるこ とがわか っ て

い る。しか しなが ら、高密度領域 で の密度増加 中に、リサイ ク リン グフ ラッ クス に依

らず実効燃料供給効率が突発 的に増大する場合がある （図 1 でグレ
ー

及び格子 により

ハ ッチ した領域）。こ の時、通常は密度と正相関の強い中性粒子 圧力と   信号の強度

が、密度は増加してい るにも関わらず減少し、また特に周辺 密度が増加する。これら

の事実は、ガスパ フの燃 料供給効率の増加 及び／ また は粒子 閉じ込 めの改善を示唆す

る もの である。この実効燃料供給効率改善の直前 （図 1で斜線によ りハ ッチ した領 域）、

周辺密 度信 号 と 塩信号 に同期 した揺 動が発生 してい る こ とも着 目に値す る。

図 1 （a）線平 均密度 ne と実効燃料 供給効率、（b） n，で規格化 した 賑信号 強度 と

　　 中性粒子圧 力、（G ）全電子数で 規格 化 した リサ イク リングフ ラッ クス と周辺
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ド密度 信号 （NL（4119 ））の中心 コ
ー

ド密度信号 （NL （3669））に 対する比

E
も

1累
e

（・
£邸） 
鑓丶
ぐ

（　　　9
　

之唱

 ｝
≧ヤ
」
丶

許

む

1〔｝

86

1e

．5e

1 O

o

is39643：R
．

“3・6 π』Bo ＝2・677　T

11 ．21 ．4lCs

）

1．61 ．区 2

0．6o

、4o

．2

o、3

o．2

0．5S

o．5

（
拿．
さ）丶
S

　
応
　

　

薯

同同
　、
鳶

へ
鶏
げ

）゚
　

ZH
（

轟一冖
O） ．
Z闘
汽

W

象
ゆ）

　
陰
　
　
　　傍

一61 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


